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表 1 神奈川県相模原市 
 アリオ橋本 ミウィ橋本 
所在地 神奈川県相模原市緑区大山町 1-22 神奈川県相模原市緑区橋本 3-28-1 
開業日 2010/09/17 2001/09/14 
敷地面積 93,000m2 8,600m2 
延床面積 144,100m2 59,000m2 
店舗面積 47,600m2（内専門店街 32,600m2） 12,000m2 
階数 地上 3階 
地下 1階 
地上 7階 （6,7 階は公共施設） 
店舗数 140（専門店） 113 
最寄駅 京王線・JR線 橋本駅 JR 線・京王線 橋本駅 
 
 
表 2 東京都多摩市 
 ココリア多摩センター 

























開業日 2012/10/25 1999/03/27 1997/04 
敷地面積  3,545m2 4,300m2 
延床面積 73,800m2 24,720m2 42,000m2 
店舗面積 29,000m2 10,050m2 10,200m2 
階数 






店舗数 211 66 92 






































図 1 ミウィ橋本 外観 
参考：http://itot.jp/14151/21 
 






































図 4 アリオ橋本 外観 
参考：http://www.itoyokado.co.jp/index.html 
 









図 6 アリオ橋本 2階フロアガイド 
 



















































































































































表 4 既往研究の調査方法 
 調査方法 論文数 平均対象地数 平均被験者数・平均時間 
1 追跡調査 9 1.44 (min.1  max.3) 146 名 (min.6  max.508) 
2 アンケート調査 5 3.25 (min.1  max.10) 
有効回答数 1828.6 
(min.53  max.7000) 
3 定点調査 3 3.33 (min.1  max.10) 
6.75 時間×2日間 
(min.1H  max.12.5H) 
4 遭遇調査 2 1 
2 時間 × 16日間 




















表 5 各調査方法の課題 





















































模擬調査の詳細については、既往研究 1）、5）～12）を参考として、2016年 10 月と 11月の平日の
昼間に数回の予備調査を行い、制限時間や買い物行動の条件などの詳細について検討し決定した。 
以上の準備を経て、両施設で 12 月 5日から 16日までの平日 10時から 17時までの間に模擬調





















表 6 調査員属性 
 
 
調査員 性別 迷い度 アリオ橋本 ココリア多摩
1 M C × ×
2 M A × 〇
3 M A 〇 〇
4 M A × 〇
5 F A × ×
6 M C × 〇
7 F C × 〇
8 M A × 〇
9 M A × －
10 M A × ×
11 F C × 〇
12 M A 〇 ×
13 M A 〇 〇
14 M A 〇 〇
15 M A 〇 〇
16 M A 〇 〇
17 M A 〇 ×
18 F C × 〇
19 M A × 〇











































い」「迷わなかった」の 3 項目について評価が良かった。アリオ橋本では、Aはすべての項目が 3
以上の評価であり、C は「探し物がしやすい」「時間が短かった」の 2 項目で 3 未満の評価であ
った。ココリア多摩センターは迷い度にかかわらず、「見通しが良い」「時間が短かった」の 2
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1 探しものがしづらい ←　 1 　2 　3 　4 　5　→ 探しものがしやすい
2 見通せない ←　 1 　2 　3 　4 　5　→ 見通しが良い
3 迷った ←　 1 　2 　3 　4 　5　→ 迷わなかった
4 もう来ない ←　 1 　2 　3 　4 　5　→ また来たい
5 疲れた ←　 1 　2 　3 　4 　5　→ 疲れてない
6 時間が短かった ←　 1 　2 　3 　4 　5　→ 時間が長かった
（6で1.2.3を選択した人）
あとどれくらい時間が要るか
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上：2 階  、  下：1階 










上：2 階  、  下：1階 

























































表 11より Cは Aよりも移動距離に占める直行状態での移動距離の割合が両施設で 1.4から 1.5
倍であった。わずかな差であるが、Aと Cそれぞれの移動距離に占める見通しのよい通路で行動
した距離についても C の方が 8％ほど多かった。選択した店舗ごとの直行状態での移動距離も C
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表 10 移動距離に関する施設間比較 
 
表 11 迷い度による移動距離に関する施設間比較 
 










アリオ橋本 ココリア多摩センター アリオ橋本 ココリア多摩センター
直行状態での移動距離／移動距離 0.231874 0.158905 0.328575 0.234145










来場経験 迷い度 人数 回遊状態での移動距離／移動距離 直行状態での移動距離／移動距離
なし A 7名 0.763470426 0.236529574
なし C 5名 0.671424662 0.328575338
あり A 7名 0.772326413 0.227673587
あり C 0名
あり／なし C
来場経験 迷い度 人数 回遊状態での移動距離／移動距離 直行状態での移動距離／移動距離
なし A 4名 0.834256983 0.165743017
なし C 1名 0.929132769 0.070867231
あり A 10名 0.842850763 0.157149237











それぞれについて図 19、20 に示す。 
両施設ともに、立ち寄り店舗数の平均が 9 から 10店舗であったことから、立ち寄り店舗数は
空間構成の特徴に関わらず、制限時間が影響していると考えられる。 
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表 13 選択店舗数 アリオ橋本 
 





分類 非飲食 飲食 非飲食 飲食 非飲食 飲食
64 4 40 32 104 36
見通し
分類 非飲食平均 飲食平均 非飲食平均 飲食平均 非飲食平均 飲食平均
6.2631579 0.473684 2.1052632 0.473684 8.3684211 0.947368
見通し
分類 非飲食平均 飲食平均 非飲食平均 飲食平均 非飲食平均 飲食平均
0.0978618 0.118421 0.0526316 0.014803 0.0804656 0.026316









分類 飲食 非飲食 非飲食平均 飲食平均 非飲食平均 飲食平均
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表 15 選択店舗数 アリオ橋本 
 




非飲食 見通し○ 見通し× 合計
全店舗数 64 40 104 AIC(1) 181.3698
選択された店舗数 119 40 159 AIC(0) 191.9918
飲食 見通し○ 見通し× 合計
全店舗数 4 32 36 AIC(1) 26.9533
選択された店舗数 9 9 18 AIC(0) 41.67014
非飲食 見通し○ 見通し× 合計 カイ二乗検定結果
全店舗数 64 40 104 p = 0.0005641421

















































































































通して－，大阪市立大学大学院都市系専攻修士論文概要集 ，2015-02  
12）秦野 早紀，山口 玲，曽根高 麻世，泉山 塁威，小林 正美：街の視覚的構成因子が歩行
者の回遊行動に及ぼす影響に関する研究－吉祥寺本町エリアにおける実証実験を事例とし




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2017年 03月 入江春乃 
